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今村基等 ･小野俊郎 (愛知学院大学 ･歯)
ヒトの乳歯列では,dp一の遠心面とdp.の遠心面
の近遠心的位置関係 (terminalplane:以下T.
P.と略す)は,垂直型になっている｡したがって
Mt.M.が萌出してもその校合関係は安定せず,
混合歯列期末期になってやっと安定する.噴乳網
の動物の一般的な乳歯列のT.P.は,近心型 (d･
p一の遠心面よりdp-の遠心面が近心にずれた状態)
になっており,Ml,Mlが萌出すると直ちにその
吹合関係は安定し機能を営む｡
ヒトのT.P.が垂直型になっている要因につい
て検討するため,1988年度にヒトとチンパンジー
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